
1
面

曲
な
ど
、
鳴
り
や
ま
ぬ
拍
手
に

応
え
て
何
度
も
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着

替
え
て
の
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
聴

衆
が
総
立
ち
で
拍
手
喝
采
。

講
演
後
、
仙
頭
会
長
か
ら

一
橋
大
学
の
中
野
聡
学
長
に
寄

付
金
１
０
０
万
円
が
授
与
さ
れ

た
＝
写
真
。
中
野
学
長
は
お
礼

を
述
べ
、「
ス
ト
リ
ン
グ
ス
が

駆
け
抜
け
た
。
目
で
も
楽
し
め

る
コ
ン
サ
ー
ト
だ
っ
た
。
母
校

の
１
５
０
周
年
記
念
に
こ
の
企

画
は
す
ば
ら
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
だ
」
と
評
価
し
た
。

「
鎌
倉
芸
術
祭
に
役
立
て
て
」

と
同
館
の
指
定
管
理
者
・
鎌
倉

市
芸
術
文
化
振
興
財
団
に
も

10
万
円
が
贈
ら
れ
た
。

　
春
の
お
茶
会

　
　
円
覚
寺
で

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

５
月
５
日
五
月
晴
れ
の
空
の

下
、
円
覚
寺
の
塔
頭
・
松
嶺
院

と
龍
隠
庵
で
お
茶
会
が
開
か

れ
、
和
服
姿
の
男
女
や
子
ど
も

連
れ
な
ど
が
、
じ
っ
く
り
と
茶

を
味
わ
っ
た
。
主
催
は
裏
千
家

・
松
謡
庵
と
ま
や
会
と
回
心
庵

す
み
れ
会
。

龍
隠
庵
で
は
、
本
堂
の
前

に
赤
い
毛
氈
の
上
に
「
ス
ー
ツ

ケ
ー
ス
茶
室
『
Ｚ
Ｅ
Ｎ
―
Ａ
ｎ

禅
庵
』
と
い
う
名
称
の
茶
室
が

組
み
立
て
ら
れ
、
野
点
が
行
わ

れ
た
＝
写
真
。
こ
れ
は
四
方
の

柱
や
敷
居
、
杉
板
、
畳
な
ど
が

81
㎝
×
48
㎝
×
26
㎝
の
ス
ー
ツ

ケ
ー
ス
に
収
め
ら
れ
て
い
て
ど

こ
へ
で
も
持
ち
運
べ
る
「
旅
す

る
茶
室
」。

お
点
前
は
茶
箱
の
和わ

敬け
い

点だ
て

で
、
結
界
に
は
子
ど
も
の
日
に

因
ん
で
円
覚
寺
境
内
の
弓
道
場

で
使
っ
て
い
る
矢
を
設し
つ
ら

え
、
茶

箱
は
組
み
立
て
式
の
洋
菓
子
の

通
い
箱
。
炉
に
は
キ
ャ
ン
プ
用

の
コ
ン
ロ
を
代
用
し
、
外
国
で

買
い
求
め
た
マ
ン
ゴ
ス
チ
ン
の

形
の
入
れ
物
を
茶
入
れ
に
す
る

な
ど
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い
た
。

回
心
庵
す
み
れ
会
代
表
の
西

畑
里
奈
さ
ん
は
、
６
歳
の
と
き

か
ら
母
親
に
茶
道
を
習
っ
た
と

い
う
茶
道
の
先
生
。「
松
嶺
院

の
茶
席
は
母
親
の
お
弟
子
さ
ん

た
ち
の
お
席
で
生
け
花
の
展
示

も
あ
り
、
や
や
改
ま
っ
た
お
席
。

こ
ち
ら
は
お
子
さ
ん
も
気
楽
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
お
席
で

す
」
と
笑
顔
で
接
客
し
て
い
た
。

坂
ノ
下
で
地
引
網

　
　
　

早
大
同
窓
会

鎌
倉
市
在
住
の
早
稲
田
大

学
同
窓
生
ら
で
構
成
さ
れ
る
鎌

倉
稲
門
会
（
兵
藤
芳
朗
会
長
）

恒
例
の
地
引
網
が
５
月
３
日
、

坂
ノ
下
海
岸
で
開
か
れ
た
。

前
夜
の
風
雨
が
嘘
の
よ
う

に
晴
れ
渡
っ
た
空
の
も
と
、
小

学
生
・
幼
児
も
含
め
た
会
員
家

族
や
地
域
の
友
人
ら
約
１
４
０

人
が
参
加
、
由
比
ガ
浜
海
岸
を

拠
点
に
活
動
す
る
早
大
ウ
ィ
ン

ド
サ
ー
フ
ィ
ン
部
24
人
も
応
援

に
駆
け
つ
け
、
午
前
10
時
か
ら

山
歩
き
を
し
て
い
て
足
元
の

一
際
大
き
な
落
葉
を
拾
う
と
そ

れ
は
た
い
て
い
ホ
オ
ノ
キ
。
葉

先
に
向
け
て
ふ
く
ら
み
が
あ
る

楕
円
の
独
特
の
形
を
し
て
い
る
。

モ
ク
レ
ン
科
の
落
葉
高
木
で

山
野
に
生
え
る
。
高
さ
20
ｍ
、

径
１
ｍ
に
達
し
、
ま
っ
す
ぐ
伸

び
た
灰
白
色
の
幹
か
ら
枝
を
広

げ
、
枝
先
に
長
さ
20
〜
40
㎝
、

倒
卵
状
長
楕
円
形
の
葉
を
輪
生

状
に
つ
け
る
。
葉
は
古
代
、
食

物
を
盛
る
器
に
用
い
ら
れ
、
飛

騨
高
山
に
は
朴
葉
味
噌
、
朴
葉

焼
き
な
ど
の
料
理
が
あ
る
。

５
、６
月
に
か
け
て
芳
香
の

あ
る
大
き
な
白
い
花
を
咲
か

　
　

散
在
ガ
池
森
林
公
園
の
ホ
オ
ノ
キ

文
・
写
真　

小
林
千
穂

鎌
倉
木き

樹ぎ

め
ぐ
り　　
⑭

せ
、
秋
に
な
る
と
多
数
の
袋
果

か
ら
な
る
果
実
が
成
熟
す
る
。

成
就
院
裏
山
に
ホ
オ
ノ
キ

が
あ
り
、
５
月
中
旬
、
お
寺
を

訪
れ
る
と
本
堂
に
葉
と
花
が
供

え
ら
れ
て
い
た
。

散
在
ガ
池
森
林
公
園
を
南
口

か
ら
入
り
、
少
し
下
っ
た
と
こ

地
域
の
人
々
に
最
先
端
の
サ

イ
エ
ン
ス
に
触
れ
て
も
ら
い
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
ラ
イ

フ
サ
イ
エ
ン
ス
に
携
わ
る
仕
事
に

興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
る
こ

と
を
願
い
、
ア
イ
パ
ー
ク
イ
ン
ス

テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
（
本
社
・
藤
沢

市
、
代
表
取
締
役
社
長
・
藤
本
利

夫
氏
）
が
５
月
24
日
、
湘
南
ヘ
ル

ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
（
湘

南
ア
イ
パ
ー
ク
）
で
「
湘
南
ア

イ
パ
ー
ク
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５
」

を
開
催
し
た
。

今
年
で
３
回

目
で
、
親
子

連
れ
な
ど
約

３
７
０
０
人

が
来
場
し
た
。

「
薬
の
ト

リ
ビ
ア
」
な
ど
の
サ
イ
エ
ン
ス

ス
テ
ー
ジ
ほ
か
、
同
所
に
拠
点

を
置
く
計
18
の
企
業
・
大
学
・

団
体
が
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る
サ
イ
エ
ン
ス
の
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
展
示
を
企
画
。

サ
イ
エ
ン
ス
体
験
で
は
、
口

腔
内
崩
壊
錠
を
溶
か
す
実
験
や
、

電
子
顕
微
鏡
を
用
い
た
観
察
、「
ぬ

り
ぐ
す
り
」
ク
リ
ー
ム
作
り
体

験
な
ど
、
計
18
の
企
業
や
大

学
な
ど
が
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

た
。
例
年
整
理
券
を
配
る
ほ
ど

の
盛
況
ぶ
り

で
、
子
ど
も

た
ち
は
白
衣

を
着
て
「
一

日
科
学
者
」

と
な
っ
て
真

剣
に
取
り
組

ん
だ
。

新
企
画
の

「
湘
南
ア
イ

今
年
は
７
月
18

日
金
曜
日
に
鎌
倉
花

火
大
会
が
開
催
と
決

ま
り
ま
し
た
▼
鎌
倉

駅
の
利
用
者
数
が
１

日
平
均
約
４
万
人
に
対
し
て
、

昨
年
の
花
火
大
会
来
場
者
数

が
16
万
人
だ
っ
た
こ
と
を
考

え
て
も
大
変
な
人
混
み
が
予

想
さ
れ
ま
す
▼
昨
年
、
鎌
倉

の
小
学
生
た
ち
か
ら
、「
次
の

日
に
学
校
が
あ
る
と
、
親
が

花
火
を
見
に
行
く
こ
と
を
許

し
て
く
れ
な
い
ん
だ
」
と
い

う
話
が
あ
り
、
今
回
は
次
の

日
に
学
校
が
な
い
日
程
と
い

う
こ
と
も
考
慮
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
▼
今
年
は
翌
日
か

ら
夏
休
み
と
い
う
安
心
感
も

あ
り
ま
す
が
、
金
曜
日
と
い

う
こ
と
で
更
に
混
雑
す
る
と

思
う
と
、
楽
し
み
な
気
持
ち

だ
け
で
な
く
少
し
だ
け
憂
鬱

な
気
も
し
て
い
ま
す
▼
し
か

し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
味
わ
っ
た

窮
屈
さ
と
比
較
し
た
ら
幸
せ

な
我
儘
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。 

（
Ｎ
）

6月

湘
南
ア
イ
パ
ー
ク
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５

最
先
端
研
究
施
設
で
体
験
イ
ベ
ン
ト

「『
ぬ
り
ぐ
す
り
博
士
』に
な
ろ
う
！
」の
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
24
日
湘
南
ア
イ
パ
ー
ク

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど
も
た
ち
の
心
に
平
和
を

１
０
０
本
の
サ
ク
ラ
を
植
樹

　「
車
検
を
通
す
か
迷
っ
て
い

る
」「
免
許
返
納
を
考
え
て
い

る
」
―
そ
ん
な
と
き
に
頼
れ
る

の
が
、
地
域
密
着
の
車
買
取
専

門
店 

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉

店
で
す
。

　
丁
寧
な
対
応
と
納
得
の
高
額

査
定
で
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様

に
ご
満
足
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
出
張
査
定
は
無
料
。
実
績

豊
富
な
坂
野
代
表
が
ご
自
宅
ま

で
伺
い
ま
す
。

　
査
定
額
に
納
得
で
き
な
け
れ

ば
、
お
断
り
い
た
だ
い
て
構
い

い
。

　「
愛
車
を
高
く
、
安
心
し
て

手
放
し
た
い
」―
そ
ん
な
方
は
、

ぜ
ひ
一
度
ご
相
談
を
。

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉
店

☎
０
４
６
７
・
81
・
４
６
４
１

H
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９
時
〜
18
時
・
定
休
日
な
し

ク
ル
マ
の
売
却
、
迷
っ
た
ら
ご
相
談
を

車
売
る
な
ら
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店

「鎌倉朝日を見たとお伝えください」

ま
せ
ん
。
無
理
な
営
業
や
し
つ

こ
い
連
絡
も
一
切
な
し
。
初
め

て
の
方
で
も
安
心
で
す
。

　
ま
た
、「
古
い
」「
キ
ズ
が

多
い
」「
走
行
距
離
が
多
い
」

な
ど
で
他
社
に
断
ら
れ
た
お

車
も
、
最
低
２
万
円
以
上

（
１
６
０
０
㏄
以
下
は
５
千
円

以
上
）
で
買
取
保
証
。
契
約
後

の
減
額
は
な
く
、
代
金
は
そ
の

場
で
現
金
払
い
。

　
名
義
変
更
後
に
は
、
必
ず
書

面
で
ご
報
告
し
ま
す
。
最
後
ま

で
安
心
し
て
お
任
せ
く
だ
さ

鎌
倉
市
関
谷
の
落
合
農
園

で
先
月
下
旬
か
ら
、
約
１
０
５

年
受
け
継
が
れ
て
き
た
熟
成
ぬ

か
床
で
作
っ
た
「
ぬ
か
漬
け
」

の
販
売
が
始
ま
っ
た
。

キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト
、
ニ
ン

ジ
ン
な
ど
20
種
類
ほ
ど
の
季
節

の
野
菜
を
栽
培
す
る
農
園
を
両

親
と
夫
妻
で
家
族
経
営
し
て
い

る
落
合
智
一
さ
ん
（
42
）
は
、

農
家
の
生
き
残
り
対
策
と
し
て

２
０
２
０
年
か
ら
構
想
を
練
り
、

今
年
４
月
下
旬
、
敷
地
内
に
漬

物
加
工
場
が
完
成
し
た
。

食
品
衛
生
法
の
改
正
に
よ

　

関
谷
の
落
合
農
園
で
販
売
開
始

１
０
５
年
の
熟
成
ぬ
か
床
で
ぬ
か
漬
け

最
近
県
内
の
リ
フ
ォ
ー
ム

会
社
が
警
察
に
捕
ま
り
ま
し

た
。
手
口
は
「
お
宅
の
屋
根
が

め
く
れ
て
い
ま
す
よ
」「
こ
の

ま
ま
だ
と
家
が
壊
れ
ま
す
よ
」

と
い
う
、
昔
な
が
ら
の
脅
し
営

業
で
す
。

高
齢
者
夫
婦
宅
を
狙
っ
た

悪
質
業
者
も
多
く
い
て
、
被
害

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
原
因

は
、
昔
と
ち
が
い
現
在
は
隣
近

所
の
付
き
合
い
が
薄
く
、
業
者

の
情
報
が
入
り
難
く
な
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。
ま
た
一
般
の
人

の
住
宅
に
関
す
る
知
識
が
浅
い

の
で
、
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
の
言

い
な
り
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ど
う
し
た
ら
被
害
に
合
わ
な

く
て
済
む
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
に
は
先
ず
小
さ
な
工
事
か
ら

依
頼
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
金
額

の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、
担
当
者

の
対
応
を
よ
く
見
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
と
実
際
に
作
業
す
る
人
た

ち
を
よ
く
見
る
こ
と
で
す
。
そ

の
家
を
建
て
た
業
者
に
頼
む
の

が
一
番
で
す
が
、
縁
が
切
れ
て

い
る
場
合
も
あ
り
、
依
頼
す
る

時
は
そ
の
辺
の
事
情
も
説
明
し

た
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

重
要
な
こ
と
は
、
ト
ー
タ
ル

で
そ
の
家
の
面
倒
を
み
て
く
れ

る
業
者
を
探
す
こ
と
で
す
。
小

さ
な
工
事
で
も
専
門
業
者
に
依

頼
す
る
の
で
は
な
く
、
一
括
請

負
で
き
る
業
者
に
依
頼
す
べ
き

で
す
。
眼
に
叶
っ
た
業
者
が
見

つ
か
れ
ば
そ
の
業
者
に
何
で
も

相
談
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

相
見
積
も
り
で
安
い
金
額

の
業
者
ば
か
り
見
て
い
る
と
、

家
や
住
ん
で
い
る
人
を
思
い
や

る
業
者
に
巡
り
合
え
ま
せ
ん
。

■
日
向
建
設
　
鎌
倉
市
大
船
１
―
15
―
３

☎
０
４
６
７
・
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・
５
４
５
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リ
フ
ォ
ー
ム
詐
欺
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逗
子
と
葉
山
の
境
界
に
あ
る
の
が

鐙
摺
海
岸
。
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
が
岸

壁
の
上
に
立
っ
て
い
る
。
小
さ
な
入

り
江
に
狭
い
砂
浜
が
あ
っ
て
、
道
路

に
は
バ
ス
乗
り
場
が
こ
じ
ん
ま
り
と

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
書
く
と
箱
庭
の

よ
う
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ

の
先
が
す
ご
い
。
稲
村
ケ
崎
が
見
え

て
、
相
模
灘
が
広
が
り
、
江
の
島
の

向
こ
う
に
丹
沢
山
系
、
そ
し
て
富
士

山
ま
で
見
渡
せ
る
の
だ
。

　
早
朝
に
建
物
の
一
面
に
陽
が
当
た

る
。
こ
の
時
が
一
番
美
し
い
。
鎌
倉
、

逗
子
、
葉
山
、
ま
だ
ま
だ
画
題
は
豊

富
な
の
だ
。

　
水
彩
　
36
×
51
㎝

88

「
鐙
摺
海
岸
」黒

川　

明

り
２
０
２
２
年
６
月
か
ら
漬
物

の
製
造
・
販
売
に
は
保
健
所
の

営
業
許
可
が
必
要
と
な
っ
た
。

加
工
場
内
に
は
シ
ン
ク
（
洗
い

場
）
や
テ
ー
ブ
ル
冷
蔵
庫
、
真

空
パ
ッ
ク
器
な
ど
衛
生
面
に
留

意
し
た
設
備
を
整
え
た
。

ぬ
か
床
は
、
先
祖
・
澤
田

ト
リ
さ
ん
が
農
家
に
代
々
受
け

継
が
れ
て
き
た
も
の
を
大
正
９

年
11
月
、
落
合
家
に
嫁
入
り
し

て
伝
え
た
も
の
で
、
今
年
で

１
０
５
年
目
に
な
る
。

今
の
時
期
は
キ
ュ
ウ
リ
、
ニ

ン
ジ
ン
、
ナ
ス
、
パ
プ
リ
カ
な

ど
農
園
の
と
り
た
て
の
野

菜
を
３
時
間
ほ
ど
漬
け
込

み
、
パ
ッ
ク
包
装
し
、
冷
蔵
保

存
。
１
パ
ッ
ク
４
０
０
円
ほ
ど

で
対
面
販
売
し
て
い
る
。
消
費

期
限
は
３
日
。
発
売
間
も
な
い

が「
お
い
し
い
」と
評
判
が
い
い
。

落
合
さ
ん
は
「
軌
道
に
の

せ
て
販
路
を
拡
大
し
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
む
。
落
合
農
園

直
売
所
（
鎌
倉
市
関
谷
６
７
６
）

石
田
組
コ
ン
サ
ー
ト

　

１
０
０
万
円
寄
付

　
　
　

一
橋
大
同
窓
会

「
石
田
組
〜
い
ざ
、
鎌
倉
〜

良
質
な
音
楽
を
次
世
代
へ
」
の

コ
ン
サ
ー
ト
が
４
月
29
日
鎌
倉

芸
術
館
で
開
か
れ
た
。

一
橋
大
学
創
立
１
５
０
周
年

を
記
念
し
て
同
大
同
窓
会
・
如

水
会
鎌
倉
逗
葉
・
支
部
（
仙
頭

靖
夫
会
長
）
が
開
催
し
、
市
内

の
小
中
学
生
親
子
30
組
を
招
待
、

同
大
学
へ
の
寄
付
も
行
っ
た
。

石
田
組
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
石
田
泰
尚
さ
ん
率
い
る

超
人
気
の
弦
楽
合
奏
団
で
、
発

売
１
時
間
半
で
チ
ケ
ッ
ト
が
完

売
。
当
日
は
ラ
ヴ
ェ
ル
の
「
亡

き
王
女
の
た
め
の
パ
ヴ
ァ
ー
ヌ
」

で
静
か
に
始
ま
り
、
ピ
ア
ソ
ラ

や
レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
の

漬
物
加
工
場
と
落
合
さ
ん

新
発
売
の「
ぬ
か
漬
け
」

パ
ー
ク
学
生
研
究
発
表
会
〜
集
ま

れ
未
来
の
研
究
者
！
」
で
は
、
全

国
か
ら
公
募
し
た
高
校
生
・
大
学

生
が
研
究
発
表
を
行
い
、
湘
南
ア

イ
パ
ー
ク
の
研
究
者
が
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
た
。
多
く
の
来
場
者
が

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

屋
外
で
は
シ
ャ
ボ
ン
玉

シ
ョ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
体
験
教
室

な
ど
が
開
か
れ
、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
出
店
も
あ
り
、
来
場
者

た
ち
は
思
い
思
い
に
一
日
を
楽

し
ん
だ
。

日
本
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子

ど
も
た
ち
の
支
援
を
し
て
い
る

「
ハ
ー
ト
１
愛
継
ぎ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」（
井
上
ア
ン
ナ
代
表
）

が
、
今
春
、〝100Sakura for 

Peace

（
サ
ク
ラ
・
フ
ォ
ー
・

ピ
ー
ス
）〞
と
銘
打
っ
て
今
春
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
小
学
校
な
ど
に

サ
ク
ラ
の
植
樹
を
行
っ
た
。

日
本
（
ハ
ー
ト
１
）
か
ら

の
送
金
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
協
力

者
が
現
地
で
八
重
桜
や
枝
垂
櫻

な
ど
の
苗
を
調
達
し
、
植
樹
の

準
備
を
行
っ
た
。

３
月
24
日
、
最
初
の
植
樹
が

ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
東
部
の
ハ
リ
コ

フ
の
小
学
校
で
行
わ
れ
、児
童
、

保
護
者
、
教
員
ら
大
勢
の
市
民

が
参
加
し
た
。
そ
の
後
、
７
カ

所
で
植
樹
が
行
わ
れ
、
す
で
に

１
０
６
本
に
達
し
た
。
５
月
初

旬
に
は
開
花
し
て
人
々
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
る
。
秋
と
来
年

春
に
40
本
の
植
樹
を
予
定
。

ハ
ー
ト
１
は
昨
年
「
１
０
０

人
の
愛
継
ぎ
モ
タ
ン
カ
人
形

展
」
を
鎌
倉
な
ど
で
開
催
し
募

金
を
集
め
、
子
ど
も
た
ち
の

ア
ー
ト
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

定
期
的
に
行
っ
て
い
る
。
前
回

は
千
代
紙
と
い
っ
し
ょ
に
和
紙

人
形
の
見
本
も
届
け
た
と
い

う
。
井
上
さ
ん
の
も
と
に
は
毎

回
、
工
作
を
楽
し
む
子
ど
も
た

ち
の
姿
や
作
品
の
写
真
が
送
ら

れ
て
く
る
。
井
上
さ
ん
は
「
皆

様
か
ら
の
寄
付
で
、
戦
争
で
傷

つ
い
た
子
ど
も
た
ち
の
心
が
癒

さ
れ
て
い
る
。
あ
り
が
た
い
」

と
引
き
続
き
募
金
を
呼
び
か
け

て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
メ
ー

ルheart1jp@
gm
ail.com 

で
。

「
鎌
倉
の
納
涼
う
ち
わ
」
が

６
月
３
日
か
ら
販
売
さ
れ
る

＝
写
真
。
節
目
の
50
作
品
目

と
な
る
今
年
の
納
涼
う
ち
わ

は
日
本
画
家
の
巨
匠
・
中
島

　  

　千
波
さ
ん
の

「
月
下
美
人
」。
月
明
か
り
に

浮
か
ぶ
よ
う
に
咲
く
月
下
美

人
が
、
夏
の
宵
を
美
し
く
演

出
し
て
い
る
。
鎌
倉
市
観
光

協
会
が
１
９
７
７
年
か
ら
制

作
を
始
め
た
。
竹
製
の
手
作

り
で
約
６
千
本
を
一
般
販
売
。

１
本
４
０
０
円
（
税
込
）、
同

会
事
務
所
や
通
販
サ

イ
ト
で
。
同
会
☎
０
４
６
７
・

23
・
３
０
５
０

鎌
倉
納
涼
う
ち
わ
６
月
３
日
か
ら
販
売

　
▼
葛
原
岡
神
社
例
大
祭
　

５
月
31
日
14
時
宵
宮
祭
、
１

日
13
時
本
祭
・
神
輿
渡
御
。

３
日
11
時
神
前
祭
・
墓
前
祭
。

　
▼
五
所
神
社
例
祭
　
７
日

18
時
見
目
明
神
祭
・
宵
宮
祭
。

８
日
10
時
例
大
祭
、
11
時
神

輿
渡
御
、15
時
半
海
上
渡
御
。

10
日
10
時
三
つ
目
神
楽
。

　
▼
蛍
放
生
祭
　
14
日
19
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。
※
一
般
鑑
賞

15
〜
22
日
、日
没
〜
20
時
半
。

　
▼
瑞
賢
忌
　
16
日
10
時
、

建
長
寺
。
江
戸
初
期
の
豪
商

で
治
水
工
事
や
航
路
開
発
の

功
労
者
河
村
瑞
賢
の
法
要
。

　
▼
大
祓
式
　
30
日
10
・
13
・

15
・
17
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
古
神
札
焼
納
祭
　
30
日

17
時
半
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
海
開
き
　
27
日
逗
子
。

８
月
31
日
ま
で
開
設
。

（
上
）ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
桜
植
樹
（
下
）5
月
に
開
花
し
た
サ
ク
ラ
Ⓒ
愛
継
ぎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

シ
ャ
ボ
ン
玉
シ
ョ
ー

網
を
引
き
始
め
た
＝
写
真
。

小
学
生
の
じ
ゃ
ん
け
ん
大

会
の
景
品
に
供
さ
れ
た
大
き
な

紋
甲
イ
カ
２
杯
以
外
は
今
一
つ

の
漁
果
だ
っ
た
が
イ
ワ
シ
、
ア

ジ
な
ど
の
小
魚
が
分
配
さ
れ
、

参
加
者
は
爽
や
か
な
海
風
を
一

身
に
浴
び
初
夏
の
海
浜
を
存
分

に
楽
し
ん
だ
。

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

歯
磨
き
製
造
業
者

歯
磨
き
「
シ
ュ
ミ
テ
ク
ト
」

な
ど
の
メ
ー
カ
ー
「
ヘ
イ
リ
オ

ン
ジ
ャ
パ
ン
（
東
京
都
港
区
）

の
社
員
が
５
月
23
日
由
比
ガ
浜

海
岸
で
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

を
行
っ
た
＝
写
真
。

２
０
２
１
年
か
ら
毎
年
１

回
、
鎌
倉
の
海
岸
で
行
っ
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
５
回

目
。
製
造
事
業
者
と
し
て
の
責

任
だ
け
で
は
な
く
、
い
ち
生
活

者
と
し
て
の
学
び
を
深
め
、
改

め
て
事
業
活
動
に
役
立
て
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
相
互
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
も
。

今
年
は
こ
れ
ま
で
最
多
の

50
人
の
社
員
が
そ
ろ
い
の
Ｔ
シ

ャ
ツ
で
参
加
。
１
時
間
半
ほ
ど

か
け
て
可
燃
ご
み
49
袋
、
不
燃

ご
み
35
袋
を
集
め
た
。
参
加
者

か
ら
「
プ
ラ
ご
み
が
多
く
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
含
む
製
品
を
製

造
し
て
い
る
企
業
と
し
て
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
削
減
の
必
要
性
を
改

め
て
感
じ
た
」
な
ど
の
感
想
が

あ
っ
た
。
同
社
で
は
、
製
品
お

よ
び
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
使
用
量
削
減
の
取
組
を

国
内
で
も
強
化
し
て
い
る
。

森
下
一
先
生
を
偲
ん
で

　
鎌
倉
て
ら
こ
や
初
代
理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
雅
之

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
鎌
倉

て
ら
こ
や
」
の
創
設
者
で
精
神

科
医
の
森
下
一
先
生
が
１
月
23

日
、
ご
逝

去
さ
れ
ま

し
た
。
享

年
83
歳
。

鎌
倉
て
ら
こ
や
は
、
子
ど
も

と
若
者
の
育
成
教
育
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
２
０
０
３
年
、

鎌
倉
の
地
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
、
先
生
は
遠
路
姫
路
か
ら
足

繁
く
通
わ
れ
、
私
た
ち
関
係
者

の
指
導
に
あ
た
り
、
子
ど
も
や

若
者
た
ち
と
向
き
合
い
ま
し
た
。

こ
こ
７
、８
年
は
体
調
を
崩
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、昨
年
11
月
、「
だ

い
ぶ
回
復
し
た
の
で
あ
と
５
年

は
頑
張
る
」
と
、
鎌
倉
て
ら
こ

や
へ
の
エ
ー
ル
も
書
か
れ
た
手

紙
を
い
た
だ
き
安
堵
し
て
い
ま

し
た
。
今
年
に
入
り
体
調
が
急

変
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

４
月
13
日
に
ご
子
息
の
森
下

一
洋
さ
ん
と
生
野
学
園
の
宇
都

宮
誠
理
事
長
を
鎌
倉
に
招
き
、

大
船
で
偲
ぶ
会
を
開
き
ま
し
た
。

て
ら
こ
や
顧
問
の
方
々
、
松
尾

崇
鎌
倉
市
長
、
元
Ｊ
Ｃ
の
メ
ン

バ
ー
、
私
の
ゼ
ミ
の
Ｏ
Ｂ
ら
大

勢
の
関
係
者
が
集
い
、
先
生
の

温
か
な
人
柄
を
偲
び
ま
し
た
。

て
ら
こ
や
は
、
先
生
の
教

育
理
念
を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に

深
め
な
が
ら
前
進
し
て
い
き
ま

す
。
皆
様
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
合
掌

優
秀
選
手
・
功
労
者
表
彰

　

鎌
倉
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

鎌
倉
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
加

藤
清
和
会
長
・
30
団
体
）
は
各

団
体
が
推
薦
す
る
功
労
者
３
人
、

令
和
７
年
度
に
活
躍
し
た
優
秀

選
手
27
人
、
優
秀
団
体
２
を
５

写真は島村國治さん提供

写真は鎌倉稲門会提供

月
23
日
鎌
倉
芸
術
館
で
表
彰
し

た
。
カ
ッ
コ
内
は
推
薦
団
体
。

【
体
育
功
労
賞
】
石
川
哲
也
（
柔

道
）
川
端
隆
（
サ
ッ
カ
ー
）
西

野
正
修
（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
）

【
優
秀
選
手
賞
】
伊
藤
槙
紀
（
卓

球
）
海
辺
信
年
・
金
山
裕
子
・

中
島
久
美
子
・
寺
﨑
庸
・
瀧
澤

楓
香
・
曽
宮
桜
良
・
土
志
田
旬

（
以
上
水
泳
）
田
村
遙
香
（
陸

上
）
織
田
和
雄
・
加
賀
美
健
一

（
以
上
テ
ニ
ス
）
向
谷
茉
耶
（
な

ぎ
な
た
）
寺
崎
陽
子
（
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
）
黒
川
正
人
・
林
田
優

希
（
以
上
ス
キ
ー
）
村
越
博
志

・
芋
生
信
一
・
根
本
香
織
・
安

齋
海
（
以
上
居
合
道
）
田
路
幸

子
（
太
極
拳
・
ほ
か
１
人
）
高

橋
侑
里
・
杉
山
く
る
み
（
以
上

ボ
ウ
リ
ン
グ
）
浅
野
美
紀
・
村

松
燈
和
・
藤
田
渚
乃
春
・
村
松

昊
空（
以
上
空
手
道
）（
敬
称
略
）

【
優
秀
団
体
賞
】
鎌
倉
ロ
ー
ン

テ
ニ
ス
倶
楽
部
（
テ
ニ
ス
）、

鎌
倉
市
女
子
４
人
チ
ー
ム
（
ボ

ウ
リ
ン
グ
）

ろ
に
数
本
あ
る
が
、
や
は
り
高

く
そ
び
え
て
い
る
上
、
木
に
囲

ま
れ
て
い
て
近
づ
き
に
く
い
。

で
も
な
ぜ
か
親
し
み
が
あ
る
。

成就院に供えられていたホウの花

鎌
倉
市
が
３
月
に
国
内
７
番
目
の
フ
ェ
ア
ト
レ

ー
ド
タ
ウ
ン
に
認
定
さ
れ
た
。
５
月
６
日
鎌
倉
市
役

所
本
庁
舎
の
市
議
会
議
場
で
認
定
式
が
開
催
さ
れ
、

関
係
者
や
市
民
ら
約
90
人
が
参
加
し
た
＝
写
真
。

式
典
は
鎌
倉
エ
シ
カ
ル
ラ
ボ
共
同
代
表
・
末
吉

里
花
さ
ん
の
力
強
い「
い
ざ
！
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
！
」

の
開
会
宣
言
で
幕
を
開
け
、
松
尾
崇
鎌
倉
市
長
ら
が

「
目
標
に
向
け
皆
ん
な
が
一
丸
と
な
っ
た
す
ば
ら
し

い
機
会
を
与
え
て
も
ら
っ
た
」
と
感
謝
を
述
べ
た
。

日
本
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
内
山
大

志
代
表
理
事
は
『
一
人
の
１
０
０
歩
よ
り
、
１
０
０

人
の
一
歩
が
世
界
を
変
え
る
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

し
て
い
る
鎌
倉
を
評
価
。「
こ
こ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
、

皆
様
と
一
緒
に
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
広
め
て
い
き
た

い
」
と
、
内
山
代
表
か
ら
認
定
証
が
市
長
、
市
議
会

議
長
、
共
同
代
表
に
授
与
さ
れ
た
。
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広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも
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